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こうほうこうほう

発達支援センター「ひよこ学級」の活動子育て

住民基本台帳カードはお持ちですか？窓口

町営住宅の入居者募集公住

農業委員が改選されました農政

上富良野西小学校児童が安東小学校児童と交流交流

題名『ともだちいっぱい 』 ～  Ｉ�ｂａｂｙの作品



ひとり遊びが多く
子ども同士でうま
く遊べない

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
発
達
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

ひひ
よよ
ここ
学
級

　

乳
幼
児
期
は
生
活
習
慣
や
知
的
・
情
緒
・

社
会
性
な
ど
、
心
身
共
に
子
ど
も
の
力
が
大

き
く
成
長
す
る
時
期
で
す
。

「
ひ
よ
こ
学
級
」
で
は
、
発
達
が
気
に
な
る

お
子
さ
ん
が
お
母
さ
ん
と
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と

を
通
し
て
心
を
育
て
る
こ
と
や
一
人
ひ
と
り

に
応
じ
た
課
題
を
設
定
し
、
専
門
機
関
と
の

連
携
協
力
を
得
な
が
ら
発
達
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

�
セ
ン
タ
ー
長（
子
育
て
支
援
班
主
幹
兼
務
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
人

�
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者　
　
　
　
　

1
人

�
療
育
指
導
員　
　
　
　
　
　
　
　
　

7
人

�
嘱
託
医（
富
良
野
協
会
病
院
小
児
科
医
師
）

�
作
業
療
法
士（
週
に
1
回
）　　
　
　

1
人

�
臨
床
心
理
士（
月
に
2
回
）　　
　
　

1
人

ス
タ
ッ
フ

「
私
は
富
良
野
協
会
病
院
の
作
業
療
法
士

と
し
て
、
様
々
な
苦
手
さ
を
持
つ
お
子
さ

ん
た
ち
と
日
々
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
4
月
か
ら
は
週
1
回
、 

ひ

23

よ
こ
学
級
で
、【
お
子
さ
ん
の
苦
手
さ
】
や

【
子
育
て
に
お
け
る
心
配
】
に
対
す
る
相

談
事
業
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

業
務
で
か
か
わ
る
保
護
者
の
方
や
知
人

か
ら
話
を
聞
く
と
、
お
子
さ
ん
や
子
育
て

に
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ど
こ
に

何
を
相
談
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
ず
、
一

人
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
が
多
く
い
る

印
象
が
あ
り
ま
す
。　

　

ひ
よ
こ
学
級
で
の
相
談
で
は
、
お
子
さ

ん
や
子
育
て
に
つ
い
て
何
か
気
づ
く
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
子

さ
ん
に
関
し
て
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば

活
用
し
て
い
た
だ
き
、
お
子
さ
ん
の
健
や

か
な
成
長
と
楽
し
い
子
育
て
を
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。」

《個別指導室》
個別の指導をするためのお部屋（4室）
です。暑い夏を乗り切るため、エアコ
ンが設置されました。

《多目的ルーム》
室内大型遊具がたくさんあり、ダイナ
ミックな遊びができます！

�
 
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
紹
介 �

富良野協会病院
リハビリテーション科　

作業療法士  松本  
まつもと

 輔  さん
たすく

まわりの子と比べて言
葉が少ない気がする

運動発達が
気になる

 広報かみふらの 2011.8  �

指示や話が理解で
きていないようだ

　

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
二
つ
の

事
業
を
柱
と
し
、
上
富
良
野
町
と
中
富
良
野

町
の
親
子
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

①
子
ど
も
発
達
支
援
事
業　

　

子
ど
も
へ
の
発
達
支
援
・
家
族
へ
の
支
援
・

地
域
の
療
育
体
制
づ
く
り
な
ど

②
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業　

　

療
育
目
標
を
設
定
し
、
個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
基
づ
い
た
支
援
と
評
価
を
行
な
う
な
ど　

�
在
籍
者
数（
７
月
末
現
在
）　

　

上
富
良
野
町　
　

人
５４

　

中
富
良
野
町　
　

人
１１



���� 発達支援センターでは、こんな事業を行っています発達支援センターでは、こんな事業を行っています ����

　

言
葉
や
運
動
、
対
人
関
係
な
ど
お
子
さ
ん

の
発
達
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

通
園
に
は
手
続
き
が
必
要
と
な
り
、
利
用

料
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー（
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
内
）

　

大
町
3
丁
目
2
番　

号
22

　
�
�
9
9
9
9

　
�
�
9
9
7
7

問
合
せ

　

子
ど
も
は
遊
び
を
通
し
て
必
要
な
経
験
を

し
、
脳
や
身
体
が
発
達
し
ま
す
。

　

体
を
た
く
さ
ん
使
う
遊
び
も
大
事
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
は
大
型
の
室
内
遊
具
も
そ
ろ

い
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
遊
び
も
体
験
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

　

私
た
ち
、
ひ
よ
こ
学
級
の
ス
タ
ッ
フ
は
親

子
の
皆
さ
ん
に
、
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
楽

し
い
遊
び
を
提
供
し
、
そ
の
楽
し
さ
が
た
く

さ
ん
の
栄
養
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

内　容項　目

子どもの育ちや子育て、就学にあたっての不安などについて発達の相
談を行います。（来所・訪問・電話など）
必要に応じて作業療法士、言語聴覚士など専門職の相談も受けられま
す。
�巡回療育相談…年３回（旭川療育センター）
�巡回児童相談…年３回（旭川児童相談所）
�発達相談・検査など…富良野協会病院　
　　　　　　　　　　　作業療法士（週１回）　臨床心理士（月２回）

相談支援

週１～２回、親子で通園していただき、療育指導員により個々の課題
に沿った遊びの提供を行います。（約１時間～１時間30分）
�行事…入級式・修了式・バス遠足・クリスマス会などの実施

個別・集団指導

通園親子への
支援

個別支援計画に基づき、一人ひとりの発達の評価を行います。（年２回）
�参集範囲…親・担当保健師・発達支援センター・関係機関（幼稚園・
保育所・医療機関など）

発達支援会議

子どもの様子を知るため、必要に応じて幼稚園・保育所・学校・医療
機関などを訪問します。機関訪問

保護者を対象に、子育ての参考とするための学習会を行います。
�ぱくぱく教室…栄養士による食の学習会、調理実習など
�子育て講話・相談会…療育相談員による講話と個別の相談会

保護者への支援

学校見学・教育相談のすすめ・就学指導委員会への参加など就学に向けての支援

幼稚園・保育所・放課後クラブなどに定期訪問し、集団での活動に助
言を行います。（６か所・年各１０回）巡回訪問

地域支援

１歳６か月・３歳児健診の会場で発達相談を行います。乳幼児健診

ひよこ学級を修了した親子を対象に交流会を開催し親睦を深め、情報
交換を行います。（年１回）ひよこ学級ＯＢ会

幼稚園、保育所職員、放課後クラブ指導員を対象とした学習会を開催
します。（年３回）学習会

地域全体に向けて発達に関する講演会を開催します。（年１回）講演会

町内の療育に関わる関係機関職員による情報交換・学習などを行いま
す。（年２回）療育専門部会

遊
び
は
子
ど
も
の
栄
養
で
す
！

�  広報かみふらの 2011.8  
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町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
のののののののののののののののののののの
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
をををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
しししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
間

　

８
月　

日（
月
）〜
９
月　

日（
木
）

２２

２２

提
出
書
類　

�
入
居
申
込
書

�
納
税
状
況
確
認
同
意
書（
町
外
の

方
は
完
納
証
明
書
）

�
所
得
の
あ
る
世
帯
全
員
分
の
源
泉

徴
収
票
又
は
所
得
証
明
書

�
住
宅
困
窮
度
判
定
基
準
調
査
表

※
町
民
生
活
課
生
活
環
境
班
で
必
要

書
類
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

家
賃　

所
得
に
応
じ
て
決
定
し
ま

す
。　

※
入
居
時
に
は
敷
金（
家
賃
３
か
月

分
）が
必
要
で
す
。

入
居
の
要
件　

　

入
居
す
る
た
め
の
要
件
は
主
に
次

の
通
り
で
す
。

�
同
居
す
る
親
族
の
あ
る
方

�
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

�
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

※
住
宅
困
窮
度
判
定
基
準
に
よ
り
判

定
し
ま
す
。

�
申
込
者
、
同
居
者
が
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と

�
団
地
内
の
美
化
清
掃
、
除
雪
に
努

め
、
地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
方

入居者募集町営住宅一覧
入居人数・その他家賃建物募集戸数

住戸タイプ募集住宅

1人

駐車場使用 500円
14,100円～

鉄筋コンクリート

  2階建（平成21年度築）

１戸

1LDK（42.55㎡）1階

富町団地

 ８号棟

3人以上

駐車場使用 500円
23,300円～

鉄筋コンクリート

  ２階建（平成22年度築）

１戸

2LDK（69.92㎡）2階

富町団地

 ９号棟

4人以上

カーポート使用 2,000円
25,400円～

鉄筋コンクリート

  ２階建（平成13年度築）

１戸

3LDK（78.31㎡）2階

泉町北団地

 １号棟

3人以上

カーポート使用 2,000円
19,900円～

鉄筋コンクリート

  ２階建（平成12年度築）

１戸

2LDK（62.31㎡）1階

東町団地

 ３号棟

2人以上

敷地使用 30円/㎡ 
  7,400円～

ブロック造平屋建

   （昭和50～53年度築）
3戸

3DK（ 50.01㎡～）扇町団地

2人以上

敷地使用 30円/㎡ 
  7,400円～

ブロック造平屋建

　（昭和50年度築）

１戸

3DK（50.01㎡）
西町団地

入
居
者
の
選
考　

住
宅
困
窮
度
判
定

基
準
に
よ
り
入
居
者
を
選
考
し
、

選
考
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

町
民
生
活
課
生
活
環
境
班

　
�
�
６
９
８
５

写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写
真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき

写
真
付
き

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台
帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳
カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

お
持
ち
で
す
か
？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

�
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

は
身
分
証
明
書
と
し
て
使
用
で
き

ま
す

　

戸
籍
の
届
出
や
住
民
票
の
写
し
な

ど
の
交
付
請
求
を
す
る
と
き
や
、
銀

行
で
口
座
を
新
規
に
開
設
す
る
と
き

な
ど
に
、
本
人
確
認
書
類
と
し
て
使

用
で
き
ま
す
。　

申
請
方
法　

役
場
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
記
入
し
、提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

②
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
で
き

る
顔
写
真
付
の
公
的
な
証
明
書
類

（
お
持
ち
の
方
は
即
日
交
付
し
ま

す
。）

※
本
人
確
認
で
き
る
公
的
な
証
明
書

類
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
郵
送

に
よ
る
方
法
で
本
人
確
認
を
行
い

ま
す
。

③
暗
証
番
号
４
桁

運
転
免
許
証
な
ど
公
的
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
に 
最最 
適適 
で
す

④
写
真

※
役
場
で
無
料
で
撮
影
し
ま
す
。

⑤
交
付
手
数
料　
　

円　
　

５００

※
平
成　

年
４
月
か
ら
満　

歳
以
上

23

７０

の
方
は
無
料
で
す
。

※
カ
ー
ド
作
製
に
少
々
時
間
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
請
場
所
・
問
合
せ　

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
６
９
８
５

◎
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、

こ
ん
な
こ
と
に
も
使
え
ま
す

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
電

子
証
明
書
を
格
納
す
れ
ば
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電

子
申
請（
e
‐
T
a
x
な
ど
）が

利
用
で
き
ま
す
。



上
富
良
野
町
農
業
委
員
が
替
わ
り
ま
し
た

農
業
委
員
の
改
選
に
伴
い
、
第
１
回
農
業
委
員
会
総
会
が
7
月

日（
金
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た

22

農
業
委
員
や
農
業
委
員
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

改 選改 選農
業
委
員
の
紹
介

農
業
委
員
の
紹
介

平
成　

年
7
月　

日
か
ら

23

20

平
成　

年
7
月　

日
ま
で

26

19

◎
地
域
農
業
振
興
対
策
の
推
進

　

地
域
農
業
の
実
態
把
握
、
後
継
者

対
策
の
相
談
、
新
規
就
農
希
望
者
相

談
、
家
族
経
営
協
定
の
推
進

◎
意
見
の
具
申

　

地
域
農
政
振
興
な
ど
に
対
す
る
諮

問
、
答
申
、
建
議
、
制
度
の
見
直
し

な
ど

◎
農
地
の
有
効
活
用
の
増
進

　

農
地
相
談
、
農
地
斡
旋
、
耕
作
放

棄
地
、
農
地
保
有
合
理
化
事
業
の
推

進
、
農
地
転
用
許
可

◎
農
業
者
年
金
の
推
進

　

農
業
者
年
金
加
入
の
推
進
、
受
給

相
談

　

農
業
委
員
の
活
動
内
容

農
業
委
員
の
活
動
内
容

 長谷川  
は せ が わ

 裕 見 
ひ ろ み

西11線北35号

 井 村  
い む ら

 昭 次 
て る じ

西6線北22号
《土地改良区推薦》

 一 色 　
いっしき

 悟 
さとる

西2線北31号

中 �     　
な か せ

 実 
みのる

西9線北29号
 青 地 　
あ お ち

 修 
おさむ

東7線北18号

 石 橋  
いしばし

 信 次 
し ん じ

東10線北18号

 井 村  
い む ら

 悦 丈 
よしたけ

東3線北26号

 三 好  
み よ し

 利 和 
としかず

丘町3丁目

 舘 尾  
た て お

 雄 治 
ゆ う じ

中ノ沢
 白 井  一   宏
し ら い

     
かずひろ

細野農場内
《町議会推薦》

 杉 本  
すぎもと

 隆 一 
りゅういち

西1線北23号
 岡和田 　
お か わ だ

 淳 
あつし

基線北29号
《農業共済組合推薦》

 富 田  
と み た

 成 一 
せいいち

西3線北29号
《農協協同組合推薦》

※
会
長
、
職
務
代
理
以
降
、
右
上

よ
り
議
席
順

※
敬
称
略
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農
地
は
私
た
ち
の
食
料
生
産
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
、
と
て
も
貴
重

な
財
産
で
す
。

　

遊
休
農
地
は
環
境
悪
化
に
つ
な
が

り
、
更
に
は
病
害
虫
の
発
生
な
ど
近

隣
の
農
家
に
大
き
な
迷
惑
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
荒
廃
が
が
進
む
と
、
農
地

に
復
元
す
た
め
に
多
額
の
費
用
と
労

力
が
か
か
り
ま
す
。

　

農
地
に
関
す
る
相
談
や
ご
質
問
な

ど
は
、
お
気
軽
に
地
区
の
農
業
委
員

又
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

上
富
良
野
町
農
業
委
員
会

　
�
�
6
9
8
４

任
期

http://www.town.kam
ifurano.hokkaido.jp/

会長会 長職務代理職務代理

　

農
業
委
員
会
の
活
動
は
、
町
行
政

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。 大

切
な
農
地
を
有
効
に

大
切
な
農
地
を
有
効
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
！

活
用
し
ま
し
ょ
う
！
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上
富
良
野
西
小
学
校
児
童
が

　
　
　
　
　

安
東
小
学
校
を
訪
問

　

明
治　

年
、
上
富
良
野
町
に
開
拓
入
植
し

30

た
田
中
常
次
郎
が
三
重
県
津
市
の
出
身
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
上
富
良
野
町
開
基　

周
年
を

100

記
念
し
て
、
平
成
9
年
に
上
富
良
野
町
と
津

市
が
姉
妹
都
市
提
携
し
ま
し
た
。

　

同
年
、
入
植
地
区
と
な
っ
た
上
富
良
野
西

小
学
校（
児
童
数　

人
）と
津
市
安
東
小
学
校

154

（
児
童
数　

人
）が
姉
妹
校
提
携
し
、
以
来
3

131

年
ご
と
に
相
互
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
上
富
良
野
西
小
学
校
か
ら
児
童

　

人
、
引
率
教
諭
2
人
が
7
月　

日（
水
）か

10

27

ら　

日（
金
）ま
で
二
泊
三
日
の
日
程
で
、
三

29
重
県
津
市
安
東
小
学
校
を
訪
問
し
交
流
し
ま

し
た
。

「
私
た
ち
は
上
富
良
野
町
の
代
表
と
し
て
、

三
重
県
津
市
安
東
小
学
校
の
皆
さ
ん
と
交
流

し
て
き
ま
し
た
。
７
月　

日
の
朝
、
早
起
き

27

を
し
て
学
校
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。
津
市
で

は
、
松
浦
武
四
郎
記
念
館
に
行
き
、
北
海
道

探
検
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
開
会
式
に
出
席
し
、
歓
迎

会
で
安
東
小
学
校
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
始

ま
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
素
敵
な

家
族
と
の
交
流
、
海
洋
体
験
で
の
ヨ
ッ
ト
が

思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
少
し
の
間
だ
っ
た

け
れ
ど
、
安
東
小
学
校
の
皆
さ
ん
と
仲
良
く

な
れ
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。」

　

参
加
し
た
児
童
会
長
の 
渡
部
弥
月 
さ
ん
と

わ
た
な
べ
み
つ
き

 
宮
崎
夢
叶 
さ
ん
に
感
想
を
お
聞
き
し
ま
し

み
や
ざ
き
ゆ
め
か

た
。

 渡部弥月 さん
わ た な べ み つ き

「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
大
野
さ
ん
は
、
昨

年
、
安
東
小
学
校
が
上
富
良
野
町
を
訪
問
し

た
時
に
受
け
入
れ
し
、
そ
の
後
も
手
紙
や
メ

ー
ル
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
大
野
さ

ん
と
再
会
し
て
家
族
と
の
交
流
が
一
番
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
交
流
事
業
で
学
ん

だ
こ
と
や
体
験
し
た
こ
と
を
み
ん
な
に
伝

え
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
生
か
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
二
年
後
に
予
定
し
て
い
る
国

内
交
流
事
業
へ
は
、
兄
弟
で
参
加
し
て
、
ま

た
津
市
を
訪
れ
た
い
で
す
。
参
加
さ
せ
て
く

れ
た
家
族
、
そ
し
て
先
生
方
、
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

 宮崎夢叶 さん
み や ざ き ゆ め か

平
成

年
度
姉
妹
校
交
流
事
業
で
上
富
良
野
西
小
学
校
児
童
と
安
東
小
学
校
児
童
が
友
好
を

２３

深
め
ま
し
た
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問
合
せ
・
申
込
み

　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
�
�
５
５
１
１

町
民
芸
術
劇
場（
幼
児
の
部
）

教育振興課では「早ね早おき朝ごはん運動」を推進しています

ふ
ら
の
沿
線
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

　

ふ
ら
の
沿
線
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
「
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

9
月　

日（
日
）　

8
時　

分

18

30

場
所　

空
知
川
ス
ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
ス（
南
富

良
野
町
字
落
合
）

対
象　

富
良
野
沿
線
に
居
住
す
る
小
学
生
以

上
の
方

定
員　

8
人（
先
着
順
）

参
加
料　

中
学
生
以
上　

1
千
円

　
　
　
　

小
学
生　
　

円
500

申
込
期
限　

9
月
2
日（
金
）

　

町
民
芸
術
劇
場
実
行
委
員
会
で
は
、
乳
幼

児
を
対
象
に
芸
術
鑑
賞
を
実
施
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
め
る
内
容
で

す
の
で
、
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。

内
容　

児
童
劇

日
時　

9
月
8
日（
木
）

　
　
　

1
部　

9
時
〜
9
時　

分
50

　
　
　

2
部　
　

時　

分
〜　

時　

分

10

40

11

30

会
場　

公
民
館
大
ホ
ー
ル

対
象　

幼
児（
0
〜
6
歳
）、
保
護
者

鑑
賞
料

・
3
歳
以
上（
保
護
者
を
含
む
）　

1
人　

円
100

・
3
歳
未
満　

無
料

申
込
期
限　

8
月　

日（
金
）

26
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「
千
葉
の
あ
る
保
育
園
に
学
ぶ
」

　
　
  
上
富
良
野
中
学
校
長　

松 
井 
雅 
裕

　

木
更
津
に
あ
る
保
育
園
の
紹
介
を
読
ん

だ
。
街
中
の
本
園
と
近
郊
の
里
山
で
の
保

育
を
行
っ
て
い
る
そ
の
園
長
の
思
い
は
、
安

全
な
環
境
で
、
す
く
す
く
と
育
て
る
こ
と
で

は
な
く
、「
何
が
あ
ろ
う
と
も
、
苦
難
を
乗

り
越
え
て
平
気
で
生
き
て
い
け
る
人
」
に
な

れ
と
の
願
い
の
よ
う
だ
。

　

一
部
を
ほ
ぼ
原
文
の
ま
ま
紹
介
す
る
。

「
う
れ
し
い
と
き
に
は
ニ
コ
ッ
と
笑
っ
て
、

頭
に
き
た
ら
ワ
ー
ッ
と
怒
っ
て
ケ
ン
カ（
幼

児
の
話
で
す
よ
）を
す
る
。
言
葉
で
は
表
現

で
き
な
い
こ
と
、
話
し
て
も
分
か
っ
て
も
ら

え
な
い
こ
と
が
あ
る
。
体
ご
と
ぶ
つ
か
っ

て
い
く
し
か
な
い
こ
と
も
や
っ
ぱ
り
あ
る
。

そ
う
し
て
お
互
い
に
感
情
が
ス
ッ
キ
リ
し

て
、
な
ぜ
だ
か
仲
良
く
な
っ
て
い
る
。
体
で

も
言
葉
で
も
、
こ
う
し
た
ぶ
つ
か
り
合
い

で
、『
車
幅
感
覚
』
み
た
い
な
、
自
分
と
は

ど
う
い
う
人
間
な
の
か
と
い
う
幅
を
確
認

で
き
る
環
境
が
必
要
だ
。
多
く
の
人
は
衝

突
せ
ず
に
確
認
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
で

は
、
手
ご
た
え
や
感
覚
と
し
て
、
自
分
の
車

幅
が
分
か
ら
な
い
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
お

互
い
様
で
、
相
手
と
自
分
と
の
ズ
レ
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
、
相
手
を
変
え
よ
う
と
せ
ず

に
、
自
分
の
車
幅
を
ど
う
広
げ
て
い
く
か
。

ち
ょ
っ
と
我
慢
し
て
共
存
す
る
こ
と
で
そ

の
子
の
性
格
の
幅
も
更
に
広
が
る
と
思

う
。」

中
級
英
会
話
教
室

　

カ
ナ
ダ
か
ら
赴
任
し
て
い
る
英
語
指
導
助

手
グ
レ
ン
・
オ
グ
デ
ン
に
よ
る
、
中
級
英
会

話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

英
語
を
話
し
た
い
！
日
常
英
語
を
楽
し
み

た
い
！
英
語
力
を
向
上
さ
せ
た
い
！
と
い
う

方
、
こ
の
機
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

8
月　

日
、
9
月
1
日
・
8
日
・　

25

15

日
・　

日（
毎
週
木
曜
日
、
計
5
回
）

22

早
ね
早
お
き
朝
ご
は
ん

　

夏
休
み
な
ど
、
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
が

乱
れ
が
ち
な
７
月
、
８
月
は
「
早
ね
早
お
き

朝
ご
は
ん
」
運
動
の
啓
発
強
化
期
間
で
す
。

　

い
ま
「
朝
食
を
食
べ
な
い
」「
夜
ふ
か
し
を

す
る
」
子
ど
も
た
ち
の
基
本
的
生
活
習
慣
が

乱
れ
、
学
習
意
欲
や
体
力
、
気
力
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
望
ま
し
い
基
本
的
生
活
習
慣
の

育
成
の
た
め
、「
早
ね
早
お
き
朝
ご
は
ん
」
を

合
言
葉
に
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

　
　

時
〜　

時　

分

19

20

30

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
学
習
室

講
師　

英
語
指
導
助
手
グ
レ
ン
・
オ
グ
デ
ン

対
象　

高
校
生
以
上
の
あ
る
程
度
英
語
が
理

解
で
き
る
方

定
員　
　

人
20

※
参
加
者
が
5
人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止

し
ま
す
。

参
加
料　

無
料

※
内
容
に
よ
っ
て
材
料
費
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

8
月　

日（
月
）　

22

7月、８月は
「早ね早おき
　　　朝ごはん」
強化月間

申
込
先　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

※
参
加
料
は
、
当
日
会
場
で
集
め
ま
す
。
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町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
実
行
委
員

会
が
主
催
す
る
水
中
ゲ
ー
ム
大
会
が
、

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

小
学
生　

人
が
参
加
し
2
チ
ー
ム
に

18

分
か
れ
、
浮
き
輪
に
お
尻
を
入
れ
、
手

で
こ
ぎ
リ
レ
ー
す
る「
浮
き
輪
で
Ｇ
Ｏ
」

や
浮
島
に
乗
っ
た
人
を
運
ぶ
「
浮
島
リ

レ
ー
」、「
水
中
玉
入
れ
」
な
ど
６
競
技

が
行
わ
れ
得
点
を
競
い
ま
し
た
。
最
終

ゲ
ー
ム
で
同
得
点
と
な
り
、　

ｍ
自
由

25

形
競
泳
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
チ
ー
ム

で
一
致
団
結
し
、
元
気
一
杯
に
会
場
内

に
歓
声
を
響
か
せ
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。　　

7／18

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
し

水
中
ゲ
ー
ム
大
会

　

上
富
良
野
町
商
工
会
で
は
、
た
く
さ

ん
の
人
が
町
を
訪
れ
る
観
光
シ
ー
ズ
ン

に
合
わ
せ
て
、
町
を
気
持
ち
よ
く
訪
れ

ら
れ
る
よ
う
に
と
、
サ
ー
ビ
ス
業
部
会

と
青
年
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
環
境
整
備
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

商
工
会
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
で
は
、
会

員
７
人
が
参
加
し
、
吹
上
線
道
路
か
ら

日
の
出
公
園
周
辺
ま
で
の
道
路
沿
道
の

雑
草
を
取
り
除
き
ま
し
た
。

　

商
工
会
青
年
部
で
は
、
会
員
お
よ
そ

　

人
が
参
加
し
、
日
の
出
公
園
ス
テ
ー

１０ジ
壁
な
ど
の
ペ
ン
キ
塗
り
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

雨
が
降
る
中
、
参
加
者
は
精
力
的
に

作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

7／１０

商
工
会
各
専
門
部
が
環

境
整
備
活
動
を
実
施

　

富
良
野
警
察
署
が
主
催
す
る
、
実
践

型
防
犯
教
室
が
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、

お
よ
そ　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

４０

　

防
犯
設
備
士
の
高
橋
佳
嗣
氏
を
講
師

に
、
北
海
道
に
お
け
る
盗
み
の
被
害
の

状
況
や
、
泥
棒
の
手
口
な
ど
を
説
明
し

た
後
、
２
人
の
参
加
者
が
数
種
類
の
ガ

ラ
ス
を
実
際
に
ハ
ン
マ
ー
で
割
り
、
防

犯
ガ
ラ
ス
と
の
違
い
を
体
感
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
盗
み
な
ど
の
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
も
触
れ
、
泥

棒
は
、
時
間
が
か
か
る
こ
と
や
顔
を
見

ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
嫌
う
こ
と
が
説
明

さ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

7／7

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

実
践
型
防
犯
教
室

7／8・9

き
れ
い
な
町
を
め
ざ
し

各
所
で
ゴ
ミ
拾
い
実
施

　

町
内
の
各
団
体
が
、
観
光
シ
ー
ズ
ン

に
合
わ
せ
て
、
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

８
日
に
は
、
富
良
野
広
域
連
合
救
助

隊　

人
が
、
上
富
良
野
町
か
ら
富
良
野

１７
市
ま
で
の
国
道
沿
道
を
火
の
用
心
の
の

ぼ
り
を
片
手
に
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

９
日
に
は
、
上
富
良
野
町
青
少
年
団

体
協
議
会
会
員
７
人
が
、
役
場
か
ら
駅

周
辺
ま
で
の
間
で
、
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施

し
ま
し
た
。
上
富
良
野
町
青
少
年
団
体

協
議
会
で
は
、
町
内
の
清
掃
活
動
と
し

て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
様
々
な
団
体
が
、
町
内
各

所
で
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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地
域
の
子
ど
も
会
で
は
夏
休
み
期
間

中
、
公
園
や
広
場
で
ラ
ジ
オ
体
操
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

早
起
き
を
し
て
ラ
ジ
オ
体
操
を
行

い
、
気
持
ち
良
い
毎
日
を
迎
え
て
い
ま

す
。
ラ
ジ
オ
体
操
の
後
に
、
子
ど
も
た

ち
は
、
カ
ー
ド
に
は
ん
こ
を
押
し
て
も

ら
う
の
も
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
早
ね
早
お
き
朝
ご
は
ん
」
の

取
り
組
み
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
上
富

良
野
支
所
か
ら
子
ど
も
会
に
紫
苑
米　
90

㎏
を
無
償
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
参
加

者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

毎
日
、
し
っ
か
り
と
朝
ご
は
ん
を
食

べ
、「
早
ね
早
お
き
朝
ご
は
ん
」
運
動
を

促
進
し
ま
し
ょ
う
。

7／23

夏
休
み
期
間
も

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を

7／24

か
み
ふ
ら
の
花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ
り
開
催

　

か
み
ふ
ら
の
花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ

り
が
、
日
の
出
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
快
晴
の
中
、
延

べ
お
よ
そ
2
万
5
千
人
が
訪
れ
ま
し

た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
歌
謡
シ
ョ
ー
や
も

の
ま
ね
シ
ョ
ー
、
子
ど
も
向
け
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
安
政
太
鼓
な
ど
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
会
場
で
は
、

蒸
留
水
無
料
配
布
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
モ
デ

ル
撮
影
会
、
ポ
プ
リ
教
室
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
十
勝
岳
の
安
全
や
五
穀
豊

穣
を
祈
願
す
る
安
全
祈
願
祭
や
行
灯
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
行
灯
パ
レ

ー
ド
で
は
、
大
小
合
わ
せ
て　

基
の
行

20

灯
が
、
役
場
か
ら
日
の
出
公
園
ま
で
練

り
歩
き
、
日
の
出
公
園
で
は
、
会
場
を

周
回
し
て
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
、
3
千
発
の
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
四
季
彩
ま
つ
り
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

　

こ
の
花
火
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
募
金（
町
内　

か
所
に
設
置
し
た
募

１１

金
箱
）と
、
町
内
の
事
業
所
や
住
民
会

や
町
内
会
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
寄
付

に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。
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表
紙
写
真
募
集

町
民
生
活
課 
自
治
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

広
報
か
み
ふ
ら
の　

日
号
に
掲
載

１０

す
る
表
紙
写
真
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

応
募
対
象　

町
内
に
在
住
、
在
勤
、

　

在
学
す
る
方

募
集
写
真　

町
内
で
撮
影
し
た
横
版

の
も
の

※
印
刷
し
た
も
の
で
も
、
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
で
も
、
ど
ち
ら
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
�
�
6
9
8
5

国
民
年
金

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
加
入
記
録
照
会

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

　
　
�
�
6
9
8
5

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
加
入
記
録
照
会
サ

ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た

　

今
ま
で
年
金
事
務
所
の
み
で
確
認

で
き
た
年
金
加
入
記
録
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
い
つ
で
も
確
認

で
き
る
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ご
自
宅
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

が
な
い
方
は
、
窓
口
で
の
申
請
に
よ

り
、
町
が
代
理
で
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
」
の
年
金
加
入
記
録
を

照
会
し
、
印
刷
し
て
本
人
に
手
渡
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

加
入
記
録
の
照
会
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
下
記
の
必
要
な
も
の
を
お
持

ち
に
な
り
、
町
民
生
活
課
総
合
窓
口

班（
窓
口
番
号�
）ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

代
理
人
が
申
請
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
が
、
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
委

任
状
の
用
紙
は
窓
口
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。
事
前
に
委
任
状
を
窓
口
に

取
り
に
来
て
い
た
だ
き
、
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

�
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
又

は
照
会
番
号
の
わ
か
る
も
の（
照

会
番
号
と
は
、
年
金
定
期
便
な
ど

に
記
載
さ
れ
て
い
る
照
会
用
の
番

号
で
す
。）

�
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
を
確
認

で
き
る
本
人
確
認
書
類（
運
転
免

許
証
・
健
康
保
険
証
・
住
民
票
・

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
代
理
人
申
請
の
場
合
は
本
人
・
代

理
人
両
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必

要
で
す
。

�
印
鑑（
代
理
人
申
請
の
場
合
は
代

理
人
の
印
鑑
）

�
委
任
状（
代
理
人
申
請
の
場
合
の

み
）

※
シ
ス
テ
ム
の
関
係
で
、
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
で
加
入
記
録
を
確
認
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場

合
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
６
９
８
５

　

旭
川
年
金
事
務
所　

　
�
０
１
６
６�
１
６
１
１

防
災
行
政
無
線

　

防
災
行
政
無
線
の
電
話
応
答
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

放
送
し
た
直
近
の
防
災
行
政
無
線

の
内
容
が
電
話
で
確
認
で
き
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
電
話
サ
ー
ビ
ス

総
務
課 
基
地
調
整
室

　
　
�
�
6
9
8
0

一
般
電
話
か
ら（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
�
0
1
2
0�
4
5
6
0

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

　
�
0
1
6
7�
4
5
6
7

問
合
せ　

　

総
務
課
基
地
調
整
室

　
�
�
6
9
8
0

ご
推
薦
く
だ
さ
い

善
行
表
彰
候
補
者

総
務
課 
総
務
班
　
　
�
�
6
4
0
0

　

皆
さ
ん
の
ま
わ
り
で
地
域
の
た
め

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
方
や
団
体
、
他

の
模
範
と
な
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、

教
育
委
員
会
表
彰
候
補
者

教
育
振
興
課 
社
会
教
育
班

　
　
�
�
5
5
1
1

　

平
成　

年
度
の
文
化
賞（
功
労
賞
・

２３

奨
励
賞
）、
ス
ポ
ー
ツ
賞（
功
労
賞
・

奨
励
賞
）、
科
学
技
術
奨
励
賞
に
該

当
す
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
住
民
会

長
又
は
関
係
団
体
を
通
し
て
ご
推
薦

く
だ
さ
い
。

期
限　

９
月
8
日（
木
）

問
合
せ

　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班　

　
�
�
5
5
1
1

募
集
し
て
い
ま
す

第　

回
こ
ど
も
未
来
賞

１５
保
健
福
祉
課 
子
育
て
支
援
班

　
　
�
�
6
9
8
7

　

子
育
て
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
つ
づ
っ
た
エ
ッ
セ
ー
を
募

集
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
応
募
で
き

ま
す
。

募
集
締
切　

９
月　

日（
火
）必
着

１３

応
募
規
定　

�
自
身
の
体
験
を
日
本
語
で
つ
づ
っ

た
、
自
作
の
未
発
表
・
未
投
稿
作

品
に
限
り
ま
す
。
引
用
は
出
典
及

び
そ
の
箇
所
を
明
ら
か
に
し
て
く

だ
さ
い
。

�
　

字
詰
め
原
稿
用
紙
４
〜
５
枚

４００

�
作
品
と
は
別
に
、
題
名
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
し
た
表
紙
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

�
応
募
は
一
人
一
作
品
で
す
。

�
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に

帰
属
し
ま
す
。

�
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
先
・
問
合
せ

　

読
売
新
聞
東
京
本
社
事
業
開
発
部

「
こ
ど
も
未
来
賞
」
係

　
�
0
3
‐
5
1
5
9
‐
5
8
8
6

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://info.yom
iuri.co.jp/event/contest/

住
民
会
長
を
通
し
て
、
ご
推
薦
く
だ

さ
い
。

期
限　

９
月
8
日（
木
）

こ
れ
ま
で
の
表
彰
例　

　

交
通
事
故
防
止
に
永
年
尽
力
さ
れ

た
方
、
人
命
救
助
の
実
践
や
協
力
さ

れ
た
方
、
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

へ
の
援
助
に
尽
力
さ
れ
た
方
、
地
域

の
環
境
整
備
に
尽
力
さ
れ
た
方
な
ど

問
合
せ　

　

総
務
課
総
務
班

　
�
�
6
4
0
0
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 水 谷 
‚ ‰

   喬  さん
たかし

　先月号の前田さんからめぐって、水谷さんにお
逢いしました。
『前田さんとは同級生で、現在はいしずえ大学や
サークル「小人会」で一緒に活動しています。この
サークルは、山を歩いたり、パークゴルフ、冬は歩
くスキーなどスポーツを楽しんでいます。大雪青
年の家には年2回ほど利用して、パークゴルフや温
泉など仲間との交流を深めています。平成16年に
脳梗塞になりましたが軽く後遺症もほとんど残ら
ず済みました。それまでは、血圧も正常で病院に
もかかることなく元気でしたが、今は薬を毎日飲
み、食事の塩分量など健康に気を付けています。
ありがたいことに再発も起きず元気に過ごしてい
ます。毎年楽しみにしていることは、友だちとの
旅行です。車を運転して5～6人で道内を2～3泊し
ています。今年は、どこに出掛けるか思案中で
す。』

昭和10年生まれ
泉町2丁目

わが家の
ア�イ�ド�ル

おおむね２歳から就学前の
お子さんを募集しています

町民生活課自治推進班
��６９８５

�裕二さん・美穂さんの子�

蓑田      敢  大
み の だ

       く
ん  隼  大

か ん た
       く

ん

し ゅ ん た

（5歳1か月・1歳10か月）
中 山      祐 美
な か や ま

       ちゃん 陽 美
ゆ み

       ちゃん

は る み

（４歳０か月・２歳１か月）

�喬敏さん・郁子さんの子�

み ん なの 伝 言 板

� 富良野広域情報 �
富良野市「第５回富良野市
リサイクルフェア」
　廃棄物から出た衣料品、
ソファーやタンスなどのほ
か、軽食や地場産野菜など
を販売します。マイバッ
ク・マイハシなどに協力く
ださい。
日時　８月２８日（日）　１０時
　～１４時
場所・問合せ　富良野市山
　部リサイクルセンター　
　��２１０２

南富良野町「道の駅南ふらの」
　館内には、地元産の食材
を使用したメニューを味わ
えるレストランや町の特産
品、土産品などがあります。
問合せ　南富良野町振興公
　社　��２１００

中富良野町「酒かすスイー
ツ」
　地酒、純米酒「 法螺吹 」

ほ ら ふ き

の酒かすを使用した「酒か
すスイーツ」は、町内の商店
やペンション、観光施設な
どで販売しています。
問合せ　なかふらのスイー
　ツ会　��２５０４（前野商
　店）   ��２４１３（四方商店）

占冠村「道の駅自然体感し
むかっぷ」
　道の駅「自然体感しむ
かっぷ」では、お土産店、
新鮮野菜の直売所を設けて
います。
問合せ　占冠村観光協会
　��８０１０

2011商工フェスティバル義援金について
　上富良野町商工会では、６月２６日に開催しました2０１１
商工フェスティバルで、皆様より寄せられた義援金を早
速送らせていただきました。ご協力誠にありがとうござ
いました。
金　額　　２０万円
寄付先　　石巻かほく商工会
寄付日　　７月１１日（月）



�   広報かみふらの 2011.8

エコ活動

　野菜の目標摂取量は１日３５０�以上です。国民健康・栄
養調査では、成人の１日の野菜摂取量は２９５.３�とやや少
ないのが現状です。メタボリックシンドロームや生活習
慣病の予防と改善のため、野菜をしっかりとりましょう。
�材料（４人分）

�作り方
�キャベツとニンジンは
千切り、キュウリは薄い
輪切りにし、塩少々を
ふってしんなりさせて
おく。水が出てきたら
絞る。
�ハムは千切りにし、サッと火を通す。
��の野菜とハムとコーンをボウルに入れる。
�酢、オリーブ油、しょう油を混ぜ合わせ、�に入れて和
える。
�栄養価　エネルギー51�  食物繊維0.9�  塩分0.6�
�メニューのポイント
　野菜をしんなりさせることで、生でも食べやすくなり
ます。酢で味つけをしているので、暑い夏でもさっぱり
と食べることができます。

ー簡単野菜料理の紹介ー簡単野菜料理の紹介ーー

『コールスローサラダ』『コールスローサラダ』

問合せ　　中央保育所　��2074

� 高田幼稚園 �

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっここここここここここここここここここここここここここここここギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャララララララララララララララララララララララララララララララリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

『花火、魚』 『花火、魚』
荒  田        宰  佑
あ ら た

      くん
さ い ゆ う

（平成18年生まれ）
長  山        愛  梨
な が や ま

      ちゃん
あ い り

（平成17年生まれ）

限られたエネルギーを守る   ～エコ情報～
　今年3月に発生した東日本大震災により、全国的に省エ
ネルギー対策などの必要性の機運が高まっています。最
近よく新聞やテレビで色々なエコに関する情報の中で、よ
く耳にする環境用語のうち、５つをご紹介します。
�カーボン・オフセット制度　課せられた温室効果ガスを
削減しようとする民間事業者などが、どうしても減ら
せない排出量について、他の場所での削減・吸収量（ク
レジット）を購入することなどにより、その全部又は
一部を埋め合わせる制度です。企業だけが取り組む
ものではなく、個人でも参加することができます。

�エコツーリズム　その土地特有の自然や生活文化、歴史
などとの触れ合いを通して、観光を主体に自然環境の
保全や地域活動の活性化を実現することです。

�キャンドルナイト　道内でも、赤れんがガイアナイトを
例年開催していますが、夏至の日の夜に電気を消し
て、キャンドルのあかりを灯すことで自然環境や地球
の将来について考えようというイベントです。

�リサイクル率　市町村で処理されるごみのうち再生利
用された量と町内会などとが回収した資源ごみの量
が、年間のごみ総排出量に占める割合です。

�スローライフ・スローフード　慌ただしい暮らしや働き
方を見直すことです。人生をゆったりと楽しみなが
ら生活の質を高めようという取り組みです。

　こうしたエコ情報を知り、日常の生活のしかた、くらし
方を見直してみませんか？
　町では、出前講座を実施して、役に立つ色々な情報をお
知らせしています。
　ぜひ、ご活用ください。

食育の食育の 推推進進

問合せ　町民生活課生活環境班　��６９８５

少々塩80�キャベツ
大さじ1酢30�ニンジン
大さじ1オリーブ油50�キュウリ
小さじ1/2しょう油30�ハム

20�コーン
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■ご意見・ご感想をお寄せください
　�０７１‐０５９６
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　大町２丁目２番１１号
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jichi@town.kamifurano.lg.jp

● 人のうごき ●

平成23年7月31日現在
(　)は前月比

( ＋７２ )11,821人人 口

( ＋７１ )5,960人男

( ＋１ )５,861人女

( ＋７２ )5,327世帯世帯
7月1日 社会を明るくする運動啓発音楽パレード

広報かみふらの 2011. 8  �

町へ
◎鈴木百合子さん　　　　　　　３万円

◎松居健司さん　　　　　　　　　１件

ラベンダーハイツへ
◎大場愛子さん　ティッシュぺ－パー60箱

◎村上千恵子さん　　　　　タオル５０枚

◎栄町女性部 　　　　　清拭用布280枚

　　　　　　　　　　　　　タオル46枚

社会福祉協議会へ
◎鈴木信正さん　　　　　　　　３万円

◎尾 伊太郎さん　　　　　　　５万円

◎大森孝子さん　　　　　　　　５万円

◎水島美和子さん　　　　　　　１０万円

たくさんの善意
ありがとうございました

住宅用火災警報器の設置はお済みですか

東日本大震災への義援金合計
（7月20日現在）  

10,447,640円
　上富良野町では、東日本大震災の被災者
の皆様を支援するため、義援金の取り組み
を行っています。
　多くの町民の皆様のご支援とご協力を引
き続きお願いします。

〇日本赤十字上富良野分区
　（町からの３００万円含む）

内　
　

訳

5,154,100 円

〇共同募金送付分
　（募金箱、社会福祉協議会受付分）

5,293,540 円

innffoorrmmaattiioonn 富良野広域連合
上富良野消防署��２１１９

署防消

　住宅火災による被害を低減するため、平成２３年６月１日から、既存の住
宅にも住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。まだ設置されて
いない方はもちろん、既にお済みの方も、寝室を基本とした設置箇所の確
認をお願いします。
【選び方】
�寝室には煙式のものを設置してください。
�ＮＳマークが付いているものを選びましょう。
【取り付ける場所】
�普段就寝している部屋 �２階以上に就寝し

ている部屋がある
場合は階段踊り場

�１つの階に７�（４畳半）の居室
が５以上ある階

【取り付ける位置】
　天井に設置するタイプと壁に設置するタイプがあります。（どちらを選ん
でも構いません。）

�警報器の中心を
壁から６０�以上
離す。

�天井から１５～５０
�以内に警報器
の中心がくるよ
うにする。

�警報器の中心を
はりから６０�以
上離す。

�エアコン・換気
扇の吹き出し口
から１.５�以上離
す。

　その他、設置場所・方法に疑問や不安がある方は、消防署までお問合せ
ください。
上富良野消防署ホームページ　
http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/hp/shoubou/shoboutop.html
問合せ　上富良野消防署指導係　��2119

就寝室就寝室


